













































































































月／日 曜日 午前 午後 夕
7/21 木 空港出迎え・岩槻駅→アパートへの案内
7/22 金 アパート迎え／学部長・学科長挨拶 学部紹介 学科歓迎会
7/23 土 休日
7/24 日 休日
























8/18 木 成果発表会 送別会
8/19 金 帰国準備
8/20 土 アパート引き渡し・清算 空港見送り
表1   平成 28 年度　国際交流プログラム　留学生受け入れ時研修スケジュール
図1   精神看護学実習の学内カンファレンスに参加 図2   浴衣を着て神社にお参り
看護学部における学生間国際交流の取り組み 一般寄稿
133人と教育　第 12号
Date AM PM Evening
3/9 Thu Arrive at the airport Check in the dormitory/Dinner
3/10 Fri Orientation/School tour Welcome party 　
3/11 Sat Local Tour 　
3/12 Sun Free time 　
3/13 Mon Visit Department of Nursing Hospital Tour 　
3/14 Tue 2nd year class Visit other facilities 　
3/15 Wed 2nd year class classes/or nursing ward 　
3/16 Thu 3rd year class 3rd year class 　
3/17 Fri classes/or nursing ward 3rd year class 　
3/18 Sat Free time 　
3/19 Sun Free time 　
3/20 Mon classes/or nursing ward Farewell party 　

























表2   平成 28 年度　国際交流プログラム　留学生派遣先研修スケジュール

































































































か、2 年次以降に選択科目としてさらに 2 単位の履修が
可能となっている。看護学科の教育目標の 1つには国際
社会に対応しうる語学力の育成をあげていることもあり、
英語授業科目の設定は他の看護系大学にも遜色はない。
しかし、学生の英語に対する苦手意識は高く、留学の
申し込みやボランティア参加を躊躇する大きな要因とも
なっている。学生の英語に対する苦手意識を払拭するた
めに、講義以外に英語資格取得のサポートも重要である
と考える。岩槻キャンパスでは、実用英語技能検定に関
しては、資格取得者に報奨金制度が設けられている。新
宿キャンパスでは、さらに英語資格（TOEIC®）取得の
ための特別プログラムコースの設置もある。これらの制
度を学生が認知し、積極的に活用することで英語力を養
い、さらにはそれを使ってコミュニケーションする機会
が重要となる。今後は看護学部に続き、保健医療学部に
おいても中山醫學大學との学生間交流がスタートする。
これを機会にますます学生間の交流機会が増えると考え
られる。将来的には新宿キャンパスにあるような、国際
交流に関する学生サークルができることを期待する。
最後の課題として、国際交流に関する業務の役割分担
がある。岩槻キャンパスには新宿キャンパスにあるよう
な国際交流課がなく、国際交流に関する事務的な手続き
や準備など細部にわたって国際交流委員会の教員が担当
している。1回目の交換留学時に比べると、2回目では岩
槻キャンパスの事務部門、新宿キャンパスの国際交流課
の支援を受けることができ、教員負担の軽減となった。
看護学部では、臨地実習において教員が実習施設に出向
き、直接学生に指導しているため、多くの教員が大学を
不在にする期間が長い。今後は、医療保健学部も学生間
交流が始まることから、岩槻キャンパス内にも国際交流
を担当する事務スタッフが置かれることを切望する。
5	 おわりに
東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、
日本はますますグローバル化が進んでいくであろう。諸
外国の看護を柔軟に吸収し、日本の看護を諸外国に率先
して発信していけるような、国際的な広い視野を持った
看護者を育成していきたい。そのために、中山醫學大學
護理學系との学生間交流をきっかけにスタートした国際
交流プログラムが、今後は岩槻キャンパスとして発展し
ていけるように、看護学部の国際交流委員会としての役
割を考えていきたい。
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